
        

 
 

 
 
 
 

玉
城
町
議
会
と
し
て
視
察
研
修
を
実
施
す
る
に
つ
い
て
、

数
回
に
わ
た
る
議
員
懇
談
会
を
開
き
、
各
議
員
か
ら
の

意
見
聴
取
を
行
う
と
共
に
、
研
修
目
的
の
明
確
化
と
そ

れ
を
今
後
の
玉
城
町
議
会
に
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
せ
る

か
を
課
題
と
し
て
、
六
月
議
会
に
お
い
て
平
成
二
十
年

七
月
九
日
か
ら
七
月
十
一
日
の
間
、
北
海
道
夕
張
郡
栗

山
町
及
び
夕
張
市
を
視
察
研
修
先
と
し
、
全
員
一
致
で

可
決
し
ま
し
た
。 

 

 
    

 
 
 

議

会

：
小
林
一
則
議
長
・
風
口
尚
副
議
長
・
山
本
靜
一

高
木
市
郎
・
東
谷
富
雄
・
小
林
豊
・
中
瀬
信
之

山
口
和
宏
・
奥
川
直
人
・
野
口
繁
・
川
西
元
行 

中
野
勇 

 
 
 

行 

政
：
辻
村
修
一
町
長 

事

務

局
：
大
南
・
高
井
・中
川 

  
 
 
 
 

栗
山
町
は
全
国
初
の
議
会
基
本
条
例
を
制
定
し
た
町

で
あ
る
こ
と
、
気
候
風
土
は
違
う
も
の
の
人
口
も
一
万

四
千
と
玉
城
町
と
似
か
よ
っ
た
町
で
あ
る
。 

ま
ず
、
視
察
先
栗
山
町
の
隣
に
は
財
政
破
綻
を
し
た

夕
張
市
が
有
る
、
夕
張
は
平
成
一
九
年
三
五
三
億
円
の

借
金
を
抱
え
財
政
再
建
団
体
の
指
定
を
受
け
、
平
成
三

六
年
ま
で
の
一
八
年
間
毎
年
二
〇
億
円
の
借
金
返
済
を

し
な
が
ら
、
国
の
管
理
下
で
財
政
の
建
て
直
し
を
進
め
て

行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
人
口
は
減
り
住
民
の
福
祉

向
上
は
お
ろ
か
負
担
増
は
想
像
を
絶
す
る
状
況
に
あ
る
。

こ
の
状
況
を
招
い
た
行
政
、
そ
し
て
そ
の
チ
ェ
ッ
ク
を
怠
っ 

た
、
議
会
の
現
実
の
姿
が
夕
張
市
に
あ

る
。
こ
う
し
た
隣
の
夕
張
市
の
状
況
と
、 

平
成
一
二
年
地
方
分
権
一
括
法
の
制

定
に
よ
る
二
元
代
表
制
の
分
権
社
会

を
と
ら
ま
え
、
形
式
的
な
議
会
に
対
す

る
不
要
論
さ
え
あ
る
評
判
の
悪
い
地
方

議
会
か
ら
脱
却
す
る
た
め
、
議
会
改
革 

を
行
な
い
、
平
成
一
八
年
五
月
全
国
初
の
栗
山
町
議
会
基

本
条
例
を
制
定
し
た
町
で
あ
る
。 

地
方
分
権
一
括
法 

制
定
後
八
年
よ
う
や
く
危
機
感
が

生
ま
れ
、
全
国
地
方
議
会
で
議
会
改
革
の
必
要
論
が
出
だ

し
た
今
日
、
視
察
先
と
し
て
対
照
的
で
代
表
的
な
夕
張
市

と
栗
山
町
を
視
察
す
る
こ
と
は
、
今
後
の
玉
城
町
議
会
と

し
て
今
、
最
も
必
要
と
感
じ
視
察
研
修
先
と
し
ま
し
た
。 

 
 

 
七
月
十
日
午
後
二
時
三
〇
分
〜
午
後
四
時
三
〇
分

（
二
時
間
）
栗
山
カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
で
行
わ
れ
、
参
加
団

体
は
市
町
議
員
団
体
八
団
体
（
人
数
八
四
名
）
、
橋
場
議

長
他
四
名
の
議
員
と
議
会
事
務
局
よ
り
、
『
栗
山
町
議
会

基
本
条
例
の
誕
生
と
展
開
』の
資
料
に
基
づ
き
説
明
の
後
、 

                 

各
団
体
か
ら
の
栗
山
町
議
会
改
革
へ
の
質
問
に
橋
場
議
長
か

ら
お
答
え
頂
き
ま
し
た
。 

 
 
  

 

改
革
以
前
は
、
『
民
意
が
届
か
な
い
』
『
議
員
は
当
選
し
た
ら

そ
れ
っ
き
り
』
『
議
会
は
何
を
や
っ
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
』
な

ど
形
式
的
な
議
会
で
議
員
定
数
削
減
や
不
要
論
さ
え
あ
る

評
判
の
悪
い
地
方
議
会
で
あ
っ
た
。 

ま
た
、
平
成
一
四
年 

隣
夕
張
市
の
異
常
な
財
政
状
況
を

と
ら
ま
え
、
今
ま
さ
に
改
革
の
時
期
と
認
識
、
目
指
す
議
会

を
橋
場
議
長
の
力
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
、
改
革
派
議
員
と

と
も
に
議
会
の
役
割
を
再
認
識
し
、
本
来
の
あ
る
べ
き
議
会
、

あ
る
べ
き
議
員
像
を
目
指
し
議
会
改
革
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

そ
れ
は
、
議
員
と
し
て
逃
げ
場
の
無
い
大
変
勇
気
の
い
る
決
断

の
中
で
議
会
改
革
は
進
む
。 

 

そ
の
基
本
は
、
二
元
代
表
制
の
真
髄
と
『
是
は
是
・
非
は
非
』

こ
れ
が
根
底
に
あ
る
、
又
透
明
性
と
住
民
参
加
を
目
指
し
た

『
討
論
の
広
場(

開
か
れ
た
議
会)

』
づ
く
り
で
あ
る
、
議
会
は
町

民
の
代
表
機
関
と
し
て
地
域
に
お
け
る
『
民
主
主
義
の
発
展

と
町
民
福
祉
の
向
上
』
の
た
め
果
た
す
役
割
は
将
来
ま
す
ま

す
大
き
く
な
る
、
ま
た
地
方
分
権
に
よ
る
自
治
体
の
自
主
的

決
定
と
そ
の
責
任
は
大
き
く
、
議
会
と
し
て
持
て
る
権
能
を

駆
使
し
、
自
治
体
事
務
の
立
案
、
決
定
、
執
行
、
評
価
に
お
け

る
論
点
や
争
点
を
広
く
町
民
に
明
ら
か
に
す
る
責
任
と
、
住

民
・
行
政
・
議
員
間
と
の
そ
れ
ぞ
れ
の
自
由
闊
達
な
討
議
を
通

じ
た
『
討
論
の
広
場
』
を
設
け
る
こ
と
で
、
議
会
そ
し
て
住
民
に

も
複
合
的
な
活
性
化
が
生
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
『
議
会
議
決
し

た
内
容
は
議
会
と
し
て
も
責
任
を
持
つ
』
こ
と
で
、
よ
り
一
層

議
員
と
し
て
の
責
任
と
資
質
向
上
・
行
動
力
・
協
調
を
伴
う
改

革
で
あ
る
。 

旧
態
か
ら
脱
皮
で
き
な
い
議
員
も
居
た
で
あ
ろ
う
し
、
改

革
す
ら
想
像
で
き
な
い
議
員
も
居
た
と
思
わ
れ
る
が
、
議
員

一
人
一
人
が
事
実
を
素
直
に
受
け
止
め
、
議
員
定
数
の
削
減

も
当
初
二
十
名
で
あ
っ
た
も
の
を
平
成
一
五
年
一
八
名
に
そ

し
て
平
成
一
九
年
に
は
一
三
名
の
議
員
定
数
と
し
た
。 

こ
の
様
に
四
年
間
か
け
て
議
会
改
革
を
進
め
て
き
た
結
果
、

平
成
一
八
年
町
民
に
身
近
な
政
府
と
し
て
の
議
会
及
び
議
会

活
動
の
活
性
化
と
充
実
を
目
指
す
、
議
会
改
革
項
目
を
条
例

化
し
、
後
戻
り
せ
ず
将
来
に
向
け
継
続
発
展
し
て
行
く
栗
山

町
議
会
基
本
条
例
が
制
定
さ
れ
た
。 

今
現
在
で
は
『
本
来
の
議
会
運
営
を
遵
守
し
実
践
す
る
こ

と
に
よ
り
、
町
民
に
信
頼
さ
れ
、
存
在
感
の
あ
る
、
豊
な
議
会

を
築
き
た
い
』
を
念
頭
に
、
議
員
全
員
が
共
通
認
識
の
基
に
一

丸
と
な
り
取
組
ん
で
い
る
、
議
員
の
意
識
改
革
に
よ
る
栗
山
町 

議
会
の
ま
と
ま
り
が
で
き
、
住
民
か
ら
一
層
の
信
頼
が
得
ら 

れ
そ
し
て
、
そ
れ
に
答
え
る
研
鑽
・
努
力
を
惜
し
ま
な
い
能
動 

的
議
員
プ
ロ
集
団
が
動
き
出
し
て
い
る
。 

  

研
修
会
後
の
懇
談
会
で
は
、
玉
城
町
議
会
も
栗
山
町
の
議

会
改
革
前
の
状
況
と
の
意
見
も
あ
り
、
こ
れ
は
今
の
全
国
各

地
方
議
会
に
も
言
え
る
、
し
た
が
っ
て
栗
山
町
議
会
に
対
す
る

地
方
議
会
か
ら
の
関
心
も
高
い
の
で
あ
る
。 

視
察
を
終
え
た
今
、
時
勢
に
追
従
す
べ
く
玉
城
町
議
会
の

将
来
を
、
原
点
に
立
ち
返
り
考
え
直
す
機
会
と
な
っ
た
。 

そ
の
原
点
は
各
議
員
の
『や
る
気
と
責
任
感
』
そ
し
て
『
是
は

是
、
非
は
非
』
で
あ
り
、
ま
た
『
二
元
代
表
制
』
（
町
議
会
は
町

長
と
も
に
町
民
か
ら
選
挙
で
選
ば
れ
た
、
代
表
機
関
で
あ
り

一
四
名
に
よ
る
合
議
制
の
機
関
で
あ
る
。 

は 

じ 

め 

に 

視 

察 

参 

加 

者 

視
察
研
修
の
目
的 

発行:玉城町議会 
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町
長
は
独
任
制
の
機
関
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
町
民
の
意

思
を
町
政
に
的
確
に
反
映
さ
せ
る
た
め
に
競
い
合
い
、
協

力
し
合
い
な
が
ら
、
最
良
の
意
思
決
定
を
導
く
共
通
の
使

命
を
持
つ
）
に
お
け
る
議
会
議
員
と
し
て
の
責
任
を
果
た
す

こ
と
と
、
議
会
の
合
議
制(

一
四
名)

を
議
員
一
人
一
人
が

自
覚
す
る
こ
と
で
あ
る
。 

す
な
わ
ち
『
一
議
員
で
あ
る
前
に
議
会
と
い
う
町
民
の

代
表
機
関
の
一
員
で
あ
る
こ
と
』
を
肝
に
銘
じ
、
玉
城
町
議

会
そ
し
て
議
会
議
員
と
し
て
真
の
町
民
福
祉
の
向
上
に
責

務
を
果
た
す
こ
と
と
考
え
ま
す
。 

  

夕
張
市
の
最
多
人
口
は
一
九
六
〇
年
十
一
万
七
千
人

を
有
し
た
が
、
二
〇
〇
八
年
に
は
約
九
〇
％
減
の
一
万
一

千
九
百
四
十
人
と
な
り
、
高
齢
化
率
は
全
国
最
高
の
四

三
％
と
な
る
。
市
役
所
の
玄
関
の
タ
イ
ル
は
剥
が
れ
た
ま
ま

で
道
行
く
人
影
は
無
く
、
家
々
の
ト
タ
ン
屋
根
は
赤
錆
び
て
、

ま
さ
に
ゴ
ー
ス
ト
タ
ウ
ン
で
あ
る
。 

一
九
九
〇
年
に
最
後
の
炭
鉱
が
閉
山
し
労
働
者
の
流
出

に
よ
る
人
口
減
少
、
二
〇
〇
六
年
に
産
炭
地
補
助
金
が
廃

止
と
な
り
、
こ
の
年
の
一
時
借
入
総
額
は
最
高
の
三
五
三 

 
                   

 

億
円
と
な
り
財
政
負
担
に
拍
車
が
か
か
る
。 

再
建
団
体
への
背
景 

１
．
中
田
市
長
（
一
九
七
九
年
〜
二
〇
〇
三
年
）
は
「
地
方
公

共
団
体
は
倒
産
し
な
い
」
の
信
条
で
、
炭
鉱
か
ら
観
光
へ
転

換
す
る
た
め
種
々
の
レ
ジ
ャ
ー
施
設
を
進
め
、
多
額
の
地

方
債
・
一
時
借
り
入
れ
で
資
金
を
対
応
す
る
。 

２
．
閉
山
と
な
っ
た
炭
鉱
会
社
の
病
院
、
社
宅
等
の
買
収
費

が
総
額
五
八
三
億
円
で
更
に
財
政
を
圧
迫
す
る
。 

３
．
市
長
は
政
商
・
大
物
政
治
家
と
の
太
い
パ
イ
プ
が
あ
り
、

市
民
も
市
長
の
錬
金
術
に
過
度
の
期
待
を
持
つ
。 

４
．
財
政
が
厳
し
い
中
、
借
入
金
を
正
確
に
把
握
し
て
い
な
い

市
民
が
署
名
を
集
め
、
撤
退
す
る
レ
ジ
ャ
ー
施
設
を
二

三
億
円
で
二
〇
〇
二
年
に
買
収
す
る
。 

５
．
二
〇
〇
六
年
に
産
炭
地
補
助
金
が
廃
止
と
な
り,

借
入

額
は
最
高
の
三
五
三
億
円
と
な
り
財
政
窮
地
に
陥
る
。 

６
．
二
〇
〇
六
年
六
月
に
再
建
団
体
の
承
認
を
受
け
、
再
建

期
間
は
一
八
年
間
と
茨
の
道
を
歩
む
こ
と
に
な
る
。 

７
．
全
て
の
住
民
サ
ー
ビ
ー
ス
が
低
下
し
、
市
民
税
・
固
定
資

産
税
等
の
住
民
負
担
が
増
大
し
、
こ
の
影
響
で
転
出
者

が
相
次
ぐ
こ
と
と
な
る
。 

今
、
地
方
公
共
団
体
の
一
割
が
い
つ
で
も
、
再
建
団
体
に
陥
る

危
険
性
が
あ
る
状
況
で
あ
り
、
夕
張
市
を
視
察
し
議
員
の
チ
ェ

ッ
ク
機
能
を
果
た
す
べ
き
重
責
を
痛
感
し
た
。 

  

夕
張
市
が
財
政
再
建
団
体
に
な
っ
た
事
に
よ
り
、
不
採
算

病
院
で
あ
っ
た
『
夕
張
市
立
総
合
病
院
』
が
公
設
民
営
方
式
に

よ
る
医
療
体
制
と
な
り
、
平
成
一
九
年
四
月
一
日
よ
り
『
医

療
法
人
財
団 

夕
張
希
望
の
杜 

夕
張
医
療
セ
ン
タ
ー
』
が
指

定
管
理
者
と
な
っ
た
。 

一
七
一
床
あ
っ
た
夕
張
市
立
総
合
病
院
を
一
九
床
の
診
療

所
、
及
び
定
員
四
〇
名
の
介
護
老
人
保
健
施
設
に
転
換
し
運

営
を
開
始
、
同
法
人
の
理
事
長
で
あ
り
、
医
療
セ
ン
タ
ー
長
で

あ
る
村
上
智
彦
医
師
個
人
の
借
入
金
一
億
二
千
万
円
で
ス
タ

ー
ト
し
た
が
、
一
年
を
経
過
し
た
時
点
で
借
入
金
を
使
い
果

た
し
た
。
そ
の
理
由
に
指
定
管
理
者
の
遅
れ
で
医
師
の
赴
任
が

七
月
以
降
と
ず
れ
た
こ
と
、
又
施
設
が
旧
設
備
の
為
、
光
熱

費
及
び
修
繕
費
が
大
幅
に
増
え
た
事
が
上
げ
ら
れ
る
、
し
か

し
本
年
四
月
で
二
五
二
万
円
の
黒
字
計
上
と
な
り
、
施
設
経

費
に
つ
い
て
は
行
政
と
の
話
合
い
の
途
中
で
あ
る
が
、
黒
字
計

上
は
し
た
も
の
の
職
員
の
給
与
は
他
の
施
設
か
ら
見
れ
ば
大

幅
に
低
い
状
況
で
あ
る
と
佐
藤
事
務
局
長
は
語
る
。  

今
回
、
村
上

医
師
か
ら
直
接 

話
を
聞
く
こ
と

が
出
来
た
。
地

域
医
療
を
守
る

た
め
に
は
、
予
防

医
療
を
柱
に
、

高
齢
化
し
て
い
る 

地
域
医
療
に
対
す
る
住
民
の
意
識
を
変
え
る
こ
と
が
、
市
の

医
療
費
軽
減
の
重
要
課
題
と
示
唆
し
て
い
る
。 

 

今
、
日
本
の
医
療
状
態
を
見
る
と
、
医
師
や
看
護
師
等
の

医
療
ス
タ
ッ
フ
不
足
に
よ
る
、
病
院
の
縮
小
や
廃
止
が
連
日
の

よ
う
に
テ
レ
ビ
や
新
聞
で
報
道
さ
れ
て
い
る
。 

我
が
町
の
「
町
立
玉
城
病
院
」
で
も
こ
の
よ
う
な
状
況
に
な

ら
な
い
よ
う
に
、
地
域
医
療
の
拠
点
と
し
て
行
政
・
医
師
や
医

療
ス
タ
ッ
フ
、
そ
し
て
住
民
一
人
一
人
が
支
え
て
行
く
必
要
が

あ
る
。 

  ブ
ラ
ン
ド
品
の
夕
張
メ
ロ
ン
は
、
一
九
六
〇
年
に
十
七
人
で
夕

張
メ
ロ
ン
組
合
を
立
ち
上
げ
、
生
産
量
十
二
ト
ン
、
生
産
高
八

三
万
円
で
あ
っ
た
、
現
在
で
は
メ
ロ
ン
農
家
一
五
七
戸
で
生
産

量
五
千
九
百
ト
ン
、
生
産
高
三
十
億
円
ま
で
に
推
移
し
、
メ
ロ

ン
栽
培
は
Ｊ
Ａ
夕
張
の
販
売
事
業
の
約
九
七
・
三
％
を
占
め
て

い
る
。 

組
合
発
足
当
初
か
ら
試
行
錯
誤
を
重
ね
、
現
在
確
固
た
る
地

位
を
築
い
て
い
る
二
つ
の
要
因
と
は
。 

１
．
官
に
頼
ら
ず
、
組
合
自
ら
の
経
営
努
力
・
強
い
結
束
・
そ
し

て
品
質
改
良
。 

２
．
厳
格
な
品
質
管
理 

①
目
利
き
で
き
る
熟
練
し
た
組
合
員
が
検
査
員
。 

②
検
査
基
準
以
下
は
、
罰
金
が
課
せ
ら
れ
る
。 

③
品
質
確
認
の
た
め
ナ
イ
フ
を
入
れ
、
品
質
基
準
内
で

あ
れ
ば
、
組
合
が
生
産
者
に
弁
償
す
る
。 

④
庭
先
販
売
の
禁
止
、
値
崩
れ
防
止
と
品
質
確
保
。 

⑤
選
果
場
合
格
品
が
『夕
張
メ
ロ
ン
』
商
標
と
な
る
。 

昭
和
五
十
年
代
に
宅
配
便
が
普
及
、
ダ
イ
エ
ー
や
札
幌
市
民

生
協
な
ど
と
の
取
引
が
始
ま
り
、
こ
れ
を
契
機
に
本
州
へ
の
販

路
拡
大
、
そ
し
て
現
在
選
果
場
に
は
多
く
の
航
空
用
コ
ン
テ
ナ

が
積
み
上
げ
ら
れ
、
全
国
各
地
へ
の
発
送
に
備
え
て
い
る
。 

  

      《
玉
城
町
議
会
視
察
研
修
後
の
取
り
組
み
》 

１
．
視
察
研
修
レ
ポ
ー
ト
作
成
（
七
月
三
十
日
） 

 
 
 
 

参
加
議
員
全
員
提
出
（
議
会
事
務
局
に
て
公
開
） 

 

２
．
参
加
議
員
に
よ
る
視
察
反
省
会
（
八
月
五
日
） 

 
 
 
 

視
察
研
修
レ
ポ
ー
ト
報
告
及
び
反
省
会 

参
加
議
員
全
員
出
席 

 

３
．
議
員
懇
談
会
（
八
月
六
日
） 

視
察
反
省
会
を
通
じ
全
議
員
に
よ
る
議
員
懇
談
会 

を
開
催
、
玉
城
町
議
会
の
今
後
の
在
り
方
に
つ
い
て 

検
討
会
を
開
催
し
、
全
員
一
致
で
玉
城
町
議
会
改 

革
を
行
う
こ
と
を
決
定 

住
民
の
皆
さ
ま
へ
の
『視
察
報
告
発
行
』実
施
決
定 

  
 
 
 

      
 
 
 

活
動
内
容
と
し
て
、
八
月
一
九
日
か
ら
十
月
九
日
の 

 
 

間
に
六
回
の
議
会
改
革
・活
性
化
検
討
会
を
開
催
し 

 
 

た
。 全

議
員
の
協
力
・
強
調
の
も
と
に
、
焦
ら
ず
・
慌
て
ず 

一
歩
ず
つ
着
実
に
推
進
す
る
た
め
、
議
員
自
ら
感
じ 

る
課
題
点
の
提
出
を
決
定
し
た
。 

  

以
上
視
察
報
告
と
致
し
ま
す
。 

玉
城
町
議
会 

改
革
・
活
性
化
検
討
会
発
足 

夕
張
医
療
セ
ン
タ
ー
視
察 

村上智彦医師 

 

Ｊ
Ａ
夕
張
の
視
察 

夕
張
市
役
所
視
察 

夕張市役所視察 

 
玉
城
町
議
会 

改
革
・
活
性
化
検
討
会
の
活
動 


